
当日券入場料
¥100-割引

入浴料¥100-割引
※他の割引と併用はできません。 ※2025年12月29日まで有効

※2025年12月24日まで有効

こちらから
ご回答ください

アンケートにご協力ください！
ひろしま神楽定期公演では皆様のご意見やご感想を今後

の参考にさせていただくためにアンケートを実施して

おります。QRコードをスキャンし、アンケートへ

ご回答ください。ご協力よろしくお願いいたします。

禁止
事項

#hiroshimakaguraを付けてSNSに写真を投稿しよう！

●ビデオカメラ・フラッシュ・三脚・一脚を使用しての撮影
●撮影された画像・動画の営利目的での使用および2分以上の公開

以下の禁止事項を遵守し、周囲の方へご迷惑とならないようご配慮の上撮影をお願いいたします。

撮影について

※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

助成：一般財団法人地域創造

スマートフォン・携帯電話を使用しての動画撮影が
可能です。ただし、インターネット・SNS 等で
合計2分以上公開することは禁止いたします。

4月8日

　筏津神楽団は、天保13年（1842年）筏津若衆連によって神楽奉納されたと、

地元枝宮八幡神社の社伝記に記載されており、発足はその頃と思われます。

　矢上系旧舞を基本とし、昭和に入り高田舞（新舞）を美土里町の団体から

習得、幾多の先輩諸氏によって習い、受け継がれてきました。

　現在、団員は19名で活動しています。地元、大歳神社での奉納神楽を始め、

各地の奉納神楽、競演（共演）大会への出場、イベント、アトラクションなどの

出演を行っています。

　今後とも温かいご声援のほど、よろしくお願い致します。

　鎮守府将軍・坂上田村麻呂(さかのうえのたむらまろ)

は、鈴鹿山の鬼神征伐に向かいます。

田村麻呂は郷人に鈴鹿山の様子を伺い、宝刀を授か

ります。

　鬼神は強剛で次々と武器を奪い、田村麻呂は苦戦

をしいられますが、天より授かった宝刀で戦い、めでた

く鬼神を征伐するという物語です。

鈴鹿山　　すずかやま

筏津神楽団【北広島町】

大 太 鼓

小 太 鼓

手 打 金

笛

坂上田村麻呂

翁

大 鬼 人

今 田 　 拓 也

水 口 　 一 真

田 中 　 陽 菜

長谷川　友康
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